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「
い
ち
ご
」

出
雲
で
採
れ
る
う
ま
い
も
ん

安
全
・
安
心
届
け
ま
す

2月は

　

今
月
は
知
井
宮
町
で
い
ち
ご
を
約
８
ア
ー
ル
栽
培
す
る
、

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
い
ち
ご
部
会
の
梶
谷
篤
夫
さ
ん
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
！

│
│
い
つ
か
ら
い
ち
ご
を
栽
培
し
て
お
ら
れ
ま
す

か
？

　

い
ち
ご
農
家
の
方
に
単
収
が
良
い
と
い
う
こ
と
で
勧
め
ら

れ
、
栽
培
を
始
め
た
の
が
１０
年
ほ
ど
前
の
こ
と
で
す
。
当

初
は
「
と
よ
の
か
」
と
「
さ
ち
の
か
」
を
栽
培
し
て
い
ま
し

た
。
初
め
の
頃
は
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
も
多
か
っ
た
で
す

が
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
や
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
は
「
章

姫
」
と
「
お
く
に
」
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

│
│
い
ち
ご
の
栽
培
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

う
ち
で
は
９
月
ご
ろ
に
苗
を
植
え
、
１２
月
ご
ろ
か
ら
収

穫
が
始
ま
り
ま
す
。
ハ
ウ
ス
に
は
ミ
ツ
バ
チ
の
巣
箱
を
置
い

て
お
り
、
授
粉
は
ミ
ツ
バ
チ
を
使
っ
て
行
い
ま
す
。
一
番
果
、

二
番
果
、
三
番
果
…
と
何
段
階
か
に
分
か
れ
て
実
が
な
り
、

収
穫
は
５
月
の
連
休
明
け
ぐ
ら
い
ま
で
。
そ
の
後
次
の
苗
作

り
を
始
め
る
の
で
、
１
年
を
通
し
て
仕
事
が
あ
り
ま
す
。

│
│ 

栽
培
す
る
う
え
で
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
な

ん
で
す
か
？

　

い
ち
ご
は
育
て
方
で
糖
度
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
お
い
し

い
い
ち
ご
を
消
費
者
の
皆
さ
ん
に
お
届
け
で
き
る
よ
う
、
糖

度
を
上
げ
る
の
に
試
行
錯
誤
を
し
て
い
ま
す
。

　

島
根
県
独
自
の
「
お
く
に
」
と
い
う
品
種
が
あ
り
、
う

ち
で
も
ハ
ウ
ス
２
棟
で
栽
培
し
て
い
ま
す
。
部
会
で
も
奨
励

し
て
お
り
、
果
実
の
色
は
薄
い
で
す
が
、
糖
度
が
高
く
と

て
も
お
い
し
い
の
で
ぜ
ひ
一
度
食
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

│
│
大
変
な
こ
と
は
な
ん
で
す
か
？

　

苗
を
植
え
る
の
が
年
１
回
な
の
で
、
１
年
間
は
や
り
直
し

が
で
き
ま
せ
ん
。
病
気
に
は
特
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、
屈
み
な
が
ら
の
作
業
で
、
腰
に
負
担
が
か
か
る
の
が

大
変
で
す
ね
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
台
の
上
で
栽
培
す
る
高

設
栽
培
と
い
う
方
法
が
あ
り
ま
す
。
設
備
投
資
と
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
が
か
か
る
の
で
う
ち
で
は
や
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

立
っ
た
状
態
で
作
業
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

│
│
良
か
っ
た
こ
と
は
な
ん
で
す
か
？

　

皆
さ
ん
に
お
い
し
い
と
言
っ
て
も
ら
え
る
の
が
嬉
し
い
で

す
ね
。
い
ち
ご
は
、
食
べ
た
り
、
も
ら
っ
た
り
し
た
人
を
笑

顔
に
で
き
る
作
物
だ
と
思
い
ま
す
。「
来
年
も
待
っ
て
い
る

よ
」
と
い
う
言
葉
を
励

み
に
栽
培
を
続
け
て
い

ま
す
。

│
│
最
後
に
出
雲
の

い
ち
ご
の
Ｐ
Ｒ
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

出
雲
で
採
れ
た
新
鮮

な
い
ち
ご
を
ぜ
ひ
食
べ

て
く
だ
さ
い
。

ＪＡしまね出雲いちご部会
部会長

梶谷　篤夫さん
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い
ち
ご
の
栄
養

　

い
ち
ご
は
ビ
タ
ミ
ン
C
を
豊
富
に
含
ん
で
お
り
、
ビ
タ
ミ

ン
C
は
皮
膚
や
腱
、
結
合
組
織
を
構
成
す
る
コ
ラ
ー
ゲ
ン
の

生
成
を
助
け
た
り
、
鉄
の
吸
収
を
助
け
た
り
す
る
重
要
な
働

き
が
あ
り
ま
す
。
コ
ラ
ー
ゲ
ン
は
シ
ミ
、
ソ
バ
カ
ス
な
ど
肌

の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
の
で
美
肌
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。
ま

た
、
水
溶
性
食
物
繊
維
の
ペ
ク
チ
ン
は
、
血
液
中
の
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
を
下
げ
、
血
糖
値
の
上
昇
を
緩
や
か
に
す
る
作
用

を
持
ち
、
生
活
習
慣
病
の
改
善
に
も
効
果
的
で
す
。

い
ち
ご
の
歴
史

　

現
在
の
よ
う
な
甘
く
て
大
粒
な
い
ち
ご
が
つ
く
ら
れ
た

の
は
18
世
紀
ご
ろ
。
北
米
と
南
米
の
い
ち
ご
の
か
け
あ
わ
せ

に
よ
っ
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
日
本
に
入
っ
て
き
た
の
は
江
戸

時
代
で
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
長
崎
に
持
ち
込
ま
れ
ま
し
た
。
明

治
初
期
ご
ろ
に
栽
培
が
始
ま
り
、
そ
の
後
品
種
改
良
や
ハ
ウ

ス
栽
培
の
普
及
に
よ
り
、
一
般
に
広
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

現
在
J
A
し
ま
ね
出
雲
い
ち
ご
部
会
の
部
会
員
は
12
人
。

生
産
さ
れ
て
い
る
い
ち
ご
の
品
種
は
「
章
姫
」「
紅
ほ
っ
ぺ
」

「
お
く
に
」
が
主
流
で
す
。

①豆腐はキッチンペーパーで包み、ざるに乗せて３０
分ほど水を切る。
②いちごは縦４つに切る。
③小松菜は４㎝の長さに切り、硬めに塩茹でする。
④くるみは袋に入れて麺棒などで荒くつぶす。
⑤ボウルに豆腐をつぶし入れ、Ⓐの調味料とくるみ
を入れて味を調える。
⑥最後に小松菜といちごを加えて少し混ぜ、器に盛
り付け完成！

〈作り方〉

豆乳いちごゼリーいちごの白和え

おいしいレシピのいちご

〈材料〉［４人分］
●いちご
●小松菜
●木綿豆腐
●くるみ

　　●みそ
　　●薄口しょうゆ

　　●顆粒だし
　　●砂糖

・・・・・・・・・140g
・・・・・・・・・・１束
・・・・・・・・１丁

・・・・・・・・・３０ｇ

・・・・大さじ１

・・・・・・・・・・大さじ１
・・・・少々

・・・・・・３０ｇ

①飾り用のいちごを残し、その他のいちごと豆乳
100㏄をミキサーなどでつぶす。
②粉ゼラチンを大さじ2の水で溶く。
③鍋に溶いたゼラチンと砂糖と残りの豆乳200㏄を
入れて、沸騰させないようにかき混ぜる。
④①を③の鍋に入れ、レモン汁を加えて少し混ぜて
火を止める。
⑤容器に入れ冷蔵庫で１時間ほど固める。
⑥固まったらホイップクリームといちご、ミントを飾っ
て完成！

〈作り方〉

〈材料〉［３個分］
●いちご

●豆乳
●砂糖

●粉ゼラチン
●レモン汁
●ホイップクリーム
●ミント

１パック（250ｇくらい）
・・・・・・・・３００㏄
・・・・・・・・・・８０ｇ

・・・大さじ１
・・・・小さじ１

適量
・・・・・・・・・・適量{Ⓐ

ケーブルテレビで
放送！

ケーブルテレビで
放送！

ケーブルテレビで
放送！

ケーブルテレビで
放送！

　２月のテレビ番組「ＪＡいずもび
より」では、本誌で取材させていた
だいた梶谷篤夫さんにご登場いた
だき、「いちご」を特集いたします。
放送日は出雲ケービルビジョン
（icv）が２月２１日㈬と２月２７日㈫の
午後５時から（再放送・総集編有）、
雲州わがとこテレビ（ひらたＣＡＴ
Ｖ）が２月24日㈯、２５日㈰、２6日㈪
の番組内で。本誌とも見比べなが
らお楽しみください。
　尚、今回の視聴者プレゼントは
「いちご（約１㎏）」です！
ぜひ最後までご視聴く
ださいませ！
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自
己
改
革
の
実
現
に
向
け
て

認
定
農
業
者
・
認
定
新
規
就
農
者
と

交
流
会
開
催

　

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
は
１
月
15
日
か
ら
31

日
に
か
け
て
、
管
内
の
認
定
農
業
者
・
認
定
新
規
就

農
者
を
対
象
と
し
た
交
流
会
を
開
き
ま
し
た
。
管
内

５
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て
実
施
し
、
全
会
場
合
わ
せ
て
１
３
６

人
の
農
業
者
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

政
府
に
よ
る
農
協
改
革
の
情
勢
や
同
Ｊ
Ａ
の
自
己
改
革
へ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
情
報
発
信
す
る
と
と
も
に
、
Ｊ
Ａ
に

対
す
る
意
見
・
要
望
を
聞
き
今
後
の
自
己
改
革
に
生
か
す
目

的
で
今
回
初
め
て
実
施
し
た
も
の
で
す
。
各
会
場
で
農
業
者

と
Ｊ
Ａ
役
職
員
と
の
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
参
加
者

か
ら
は
継
続
開
催
を
求
め
る
声
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

同
地
区
本
部
の
石
川
寿
樹
本
部
長
は
「
総
合
農
協
と
し
て

事
業
を
行
う
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
営
農
振
興
、
組
織
活
動

を
行
っ
て
い
る
。
自
己
改
革
へ
の
取
り
組
み
を
ご
理
解
い
た

だ
き
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

今
後
、
欠
席
さ

れ
た
方
と
も
面

談
の
機
会
を
設

け
る
な
ど
、
農

業
者
皆
さ
ん
の

声
を
聞
き
、
Ｊ

Ａ
の
自
己
改
革

の
取
り
組
み
に

つ
い
て
理
解
を

求
め
る
方
針
で

す
。

生
産
部
会
が
合
同
で
豊
作
祈
願

試
食
会
も
開
催

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
は
１
月
11
日
、
出
雲
大
社
で

平
成
30
年
農
畜
産
物
の
豊
作
を
祈
願
し
ま
し
た
。
同
地
区
本

部
の
役
職
員
と
、
農
産
、
特
産
、
畜
産
な
ど
約
20
の
生
産
部

会
の
代
表
者
ら
約
80
人
が
参
列
。
農
作
業
の
安
全
、
農
畜
産

物
の
安
定
し
た
生
産
を
祈
願
す
る
と
と
も
に
、Ｊ
Ａ
事
業
の
振

興
や
、
農
政
会
議
、
青
年
連
盟
な
ど
各
組
織
の
繁
栄
も
祈
願

し
ま
し
た
。

　

参
拝
後
は
島
根
ワ
イ
ナ
リ
ー
に
場
所
を
移
し
、
県
や
市
の

担
当
部
署
の
職
員
も
交
え
て
「
特
産
品
試
食
会
・
懇
親
会
」

を
開
催
。
試
食
品
に
は
菌
床
し
い
た
け
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な

ど
管
内
の
特
産
の
ほ
か
、
種
の
保
存
と
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り

組
ん
で
い
る
出
雲
の
地
鶏
「
出
雲
コ
ー
チ
ン
」
の
交
雑
種
２
種
、

多
収
性
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
米
「
し
き
ゆ
た
か
」「
み
つ
ひ
か
り
」

を
用
意
し
ま
し
た
。
試
食
を
前
に
生
産
部
会
か
ら
の
報
告
も

あ
り
、
同
Ｊ
Ａ
出
雲
し
い
た
け
部
会
の
三
島
茂
部
会
長
と
同

Ｊ
Ａ
出
雲
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
部
会
の
稲
田
輝
夫
部
会
長
か
ら
、

各
特
産
の
振
興
策
や
島
根
県
独
自
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
制
度
「
美
味
し

ま
ね
認
証
」
へ
の
取
り
組
み
を
話
し
た
ほ
か
、
同
地
区
本
部

畜
産
課
和
田
賀
成
課
長
か
ら
「
出
雲
コ
ー
チ
ン
」
に
つ
い
て

取
り
組
み
内
容
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

同
地
区
本
部
の
石
川
寿
樹
本
部
長
は
冒
頭
の
挨
拶
で
「
農

業
者
の
所
得
増
大
、
農
業
生
産
の
拡
大
の
た
め
に
は
、
新
し

い
試
み
に
も
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
決
意
を
話

し
ま
し
た
。

平
成
30
年
産
米
に
向
け
生
産
者
大
会

売
れ
る
米
作
り
を
目
指
す

　
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
は
１
月
22
日
、
ラ
ピ
タ
で
米

の
生
産
者
大
会
を
開
き
ま
し
た
。
平
成
30
年
産
米
か
ら
の
国

の
生
産
調
整
見
直
し
に
対
応
す
る
た
め
初
め
て
開
催
。
米
生

産
者
、
県
、
市
等
関
係
機
関
約
１
５
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

同
Ｊ
Ａ
の
職
員
か
ら
米
政
策
の
見
直
し
や
、
生
産
状
況
・
市

場
情
勢
な
ど
を
説
明
す
る
な
ど
、
需
要
に
即
し
た
米
生
産
（
売

れ
る
米
作
り
）
に
向
け
、
情
報
提
供
を
行
い
ま
し
た
。

　

島
根
県
で
は
、
今
後
国
に
代
わ
っ
て
県
再
生
協
議
会
が

地
域
再
生
協
議
会
に
生
産
数
量
の
目
安
を
示
し
ま
す
。
同

地
区
本
部
管
内
の
目
安
は
１
３
，２
１
６
ト
ン
、
面
積
換
算

で
２
，５
２
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
昨
年
の
作
付
け
実
績
と
比
較
し
、

約
88
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
余
裕
が
あ
り
ま
す
。
同
地
区
本
部
か
ら

は
、
今
ま
で
同
様
生
産
調
整
に
取
り
組
む
よ
う
理
解
を
求
め
、

余
裕
分
の
作
付
面
積
の
増
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

今
後
の
米
生
産
に
つ
い
て
は
、
島
根
県
産
米
で
１
等
米
比

率
が
高
い
「
つ
や
姫
」「
き
ぬ
む
す
め
」
へ
の
作
付
け
転
換
や
、

業
務
用
に
向
く
多
収
・
低
コ
ス
ト
の
品
種
選
定
な
ど
を
推
進
。

統
計
や
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
の
情
報
を
紹
介
し
な
が
ら
必
要
性

を
示
し
ま
し
た
。
同
地
区
本
部
の
石
川
寿
樹
本
部
長
は
「
大

き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。Ｊ
Ａ
か
ら
の
情
報
、
販
売
者
か

ら
の
意
見
を
聞
い
て
も
ら
い
、
一
緒
に
な
っ
て
米
生
産
に
取

り
組
み
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
平
成
30
年

産
米
以
降
、
産
地
に
求

め
る
こ
と
」
と
題
し
、

島
根
県
産
米
を
取
扱
う

２
社
が
講
演
。
産
地
へ

の
要
望
を
交
え
な
が
ら

今
後
の
展
望
を
話
し
ま

し
た
。

会場を彩るブロッコリーの門松

菌床しいたけの取り組み報告には
サンマッシュくんも参加

挨拶をする石川本部長

各会場で活発な意見交換が行われた

IZUMO IZUMO IZUMO IZUMO IZUMO い もず
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ラピタが「しまね地産地消推進店」に認証
農産物直売会との連携で

食育で園児と餅つき
ＪＡしまね出雲青年連盟佐田支部

　地産地消に積極的に取組むラピタは１月２６日、島根県
から「しまね地産地消推進店」の認証書の交付を受けま
した。ラピタではＪＡしまねラピタ農産物直売会と連携し、
全９店舗に農産物直売コーナーを設置。直売コーナーで
は生産者による試食販売など消費者との交流イベントも
積極的に行い、地域の農産物をＰＲしています。
　ラピタでは平成１４年１１月、本店に直売コーナーを設
置。同１２月に出品する生産者で直売会が組織されまし
た。当初５０人だった会員は現在６００人余り。販売高は
平成２６年度に４億円を突破し、昨年度は約４億３，６００
万円を計上しました。直売会では販売高５億円を目指して
います。
　新鮮な地場野菜、加工品を取扱う直売コーナーは、生
産者の顔が見
え、安心と親し
みが持てること
で好評です。昨
年３月に本店が
改装オープンし
た際も直売コー
ナーの設備を充
実させました。

鬼は外！福は内！
ラピタ「ちびっ子豆まき大会」開催

　ラピタは２月３日、ラピタ本店内にある「ふれあいの家
出雲　縁」で「ラピタちびっ子豆まき大会」を開きました。
節分に行う伝統行事を子どもたちに体験してもらおうと毎
年開催しているものです。鬼が持つ邪気を追い払おうと、
会場には親子合わせて約１８０人が集まりました。
　鬼に扮したＪＡ職員が会場に現れると、子どもたちは
「鬼は外！」「福は内！」と大きな声で鬼に向かって豆をま
き、一年の無病息災を願いました。豆まきの後にはビン
ゴゲーム大会も行い、子どもたちは笑顔で鬼から賞品を
受け取っていました。
　鬼役を務めたＪＡ職員は「最近は豆まきができる環境
が少ないので、親子で楽しみながら伝統行事の素晴らし
さを学んでほしいです」と話しました。

ＪＡしまね出雲青年連盟
第２３回通常総会開催
　ＪＡしまね出雲青年連盟は２月５日、第２３回通常総会
を開催しました。総会には、盟友や関係者など約４０人
が出席し、今後も引き続き盟友の加入促進を図り、支部
活動を活性化させることや、安全で安心な農畜産物の生
産に取り組むこと、消費者・地域住民・子どもたちに農
業への理解を深めてもらうため、食農・交流活動などを
実施していくことを申し合わせました。竹下洋介委員長は
「農業情勢、自然環境など、日々変化の目まぐるしい中で
すが、農業の役割は変わらないと考えています。これか
らもＪＡ、各組織と一丸となって前に進んでいきたいと思
います」と決意を話しました。
　ＪＡしまね出雲青年連盟は、地域農業を担う若者を中
心とした青年組織です。子どもたちを対象とした、米づく
り教室やイモほり大会などの食農教育活動を展開するほ
か、ＪＡしまね出
雲地区本部の一
組織として、各
地区の農業祭り
にも参加するな
ど、地域に密着
した活動を展開
しています。

　ＪＡしまね出雲青年連盟佐田支部は１月１１日、出雲市立
窪田保育所で餅つき大会を行いました。園児４０人が同支
部の４人と、臼と杵を使う昔ながらの餅つきを体験しました。
　園児たちは同支部の盟友やＪＡ職員の助けを借りながら、
餅つきに挑戦。「よいしょー」という大きな掛け声とともに子
ども用のうさぎ杵で力いっぱい餅をつきました。つき上がっ
た餅は園児たちがきれいに丸め、皆でつきたての味を楽し
みました。
　異世代交流に力を入れる同保育所では、翌日開催された
「とんどさん」で地域の高齢者の方とも交流。ついた餅はこ
こでも焼いて食べました。同保育所の秦美智子所長は「日
本のお正月ならではの風習を子どもたちに伝えたい」と話し
ます。
　出雲青年連盟の委員長も務める同支部の竹下洋介さん
は「食育活動の一環として行っています。最近はさわる機
会もなくなった臼や杵
を体験してもらいた
い」と話しました。10
年以上に渡って毎年
行っているもので、こ
のほかにも５月にいち
ご狩り体験を実施す
るなど食育に努めてい
ます。挨拶をする竹下委員長 懸命に餅をつく園児

多くの方にご来場いただいた ラピタが「しまね地産地消推進店」に認証

いずも IZUMO IZUMO IZUMO IZUMO IZUMO
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女性総代研修会開催
ＪＡ自己改革に向けて

いずも食材の日
「神在ねぎ」を試食販売でＰＲ

　ＪＡしまね出雲地区本部は１月１７日、㈱島根ワイナリー
で女性総代研修会を開催しました。女性総代の役割の再
認識や知識向上、ＪＡ自己改革に向けての内容理解を目的
とし、女性総代・女性部役員約４０人が参加しました。
　研修会では、女性総代の必要性やＪＡの事業概況、Ｊ
Ａ自己改革についての説明を受けました。その後は６グ
ループに分かれ、営農、生活関連、金融・共済、利用し
たくなるＪＡなど、グループごとにテーマを設定し討議、
発表しました。
　出席した総代は「ＪＡの自己改革について具体的に知
ることができた」「ＪＡの常勤役員に要望ができる良い機
会だった」と感想を話しました。

ＪＡしまね出雲地区・斐川地区の
集落営農組織が合同研修会

　ＪＡしまね出雲集落営農組織連絡協議会と斐川町集落
営農組合連絡協議会は１月１６日、ラピタで合同研修会を
開きました。組織の経営強化や、組織同士の結束を強め
る目的で開かれ、今回が６回目。両地区から５７の集落
営農組合が参加しました。斐川町集落営農組合連絡協議
会の狩野道雄会長は冒頭のあいさつで「平成３０年は米
政策の転換期となる年。出雲と力を合わせ、いろいろな
取り組みをしていきたい」と話しました。
　研修会ではＪＡしまね本店の職員が講師を務め、はじ
めに担い手対策課の原紀行職員が集落営農の事業継承
について説明。全国的な課題となっている後継者問題の
解決への糸口として、取り組み事例の紹介なども行いまし
た。米穀課の三島宏治課長は米穀情勢と今後の島根米
の生産・販売展開について講演。米政策の見直しが行わ
れる中、「確実な需要を確保し、相場に左右されないた
めの取り組みが必要」と伝えました。
　ＪＡしまね出雲集落
営農組織連絡協議
会の小村正会長は「Ｊ
Ａの自己改革実現のた
めには、我々生産者
が意見を伝え一緒に
なって進めていかなけ
ればいけない」と参加
者に呼びかけました。

島根ふるさとフェア
広島で特産「西浜いも」をＰＲ
　出雲市湖陵町特産のさつまいも「西浜いも」のおいし
さを広くＰＲしようと、生産者ら４人の有志が、１月２０日、
２１日に広島市で行われた「島根ふるさとフェア」で焼き
芋を販売しました。
　特産品や伝統工芸品の販売や体験コーナーなどで島根
の魅力を発信する同フェアには２日間で約１６万人が来場。
焼き芋のブースでは、生で袋売りしたものも含めて約250
㎏を販売しました。出店を企画した生産者の鎌田勉さん
は「子どもたちにも人気があり手応えを感じた。『西浜いも』
はおいしいので食べてもらうことが一番のＰＲになる。消
費拡大のためにこれからも継続していきたい」と話します。
　鎌田さんはこのほかにも、湖陵町の大山オーナー農園で
保育園や幼稚園の園児を対象に芋の苗植えや芋掘り体験
を行うなど、食農教育と「西浜いも」のＰＲに努めています。

　ＪＡしまね出雲地区本部は１月１６日、ラピタで「神在
ねぎ」の試食販売を行いました。
　試食用には「かき揚げ」を用意。葉の部分と白い部分
を同時に味わえる「かき揚げ」は、葉先も食べられる「神
在ねぎ」のおすすめの調理方法の一つです。来店された
方は、とろっとした甘さ、揚げたての香ばしさを堪能し、
次 と々買い求めていました。このほか丸焼きや天ぷら、カ
レーに入れるなども人気があり、定番の鍋以外でも活用
法の多いネギです。当日も各種レシピを紹介しながらＰＲ
しました。
　生産者・販売者・消費者が一体となり地産地消を推進
する「いずも食材の日」の取り組みとして実施したもので
す。「神在ねぎ」は「下仁田ネギ」と「湘南ネギ」を交
配してできた「あじ
ぱわー」という品
種で、甘くて柔らか
く、葉先まで丸ご
と食べられます。
12 月中旬から２月
末頃まで冬季限定
ブランドとして店頭
に並ぶ予定です。

グループ討議をする女性総代ら

大盛況の焼き芋ブース 揚げたての「かき揚げ」でＰＲ

両地区から代表者らが集結

IZUMO IZUMO IZUMO IZUMO IZUMO い もず
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ハマナス保育園児がみそ作り
JA女性部湖陵支部がお手伝い

ふれあい講座で交流
ＪＡしまね出雲女性部西部地区

　ＪＡしまね出雲女性部湖陵支部は１月３１日、ハマナス
保育園でみそ作り体験を開きました。食育活動の一環とし
て１０年以上前から続いている取り組みで、保育園の４才
児２２人が女性部員に手ほどきを受けながらみそ作りに挑
戦しました。
　女性部員は、ゆでた大豆に麹、塩、大豆の煮汁を混ぜ
合わせながらみそ作りについて説明。園児たちは混ぜ合
わせたものをすり鉢でつぶす工程を体験しました。おいし
いみそに仕上がるよう、全員で一生懸命すりつぶし、「お
いしくなーれ」と願いを込めて樽に入れました。食育に力
を入れる同保育園では、畑で大豆の栽培も体験。みそ作
りには園児たちが育てた大豆も使っています。仕込んだ
みそは、園児たちが栽培するお米とともに、秋の「新米パー
ティー」で味わう予定です。
　同支部の三原洋子支部長は「自分たちが作った大豆で
みそを作って食べると
いうのは、食を学ぶの
にとてもよい経験だと
思います。協力できた
ことは女性部としても
励みになります」と話
しました。

出雲市アグリビジネススクール基礎研修
平成２９年修了式・平成３０年開講式

　「出雲市アグリビジネススクール基礎研修」の平成２９
年修了式・平成３０年開講式が１月１２日、ＪＡしまね出雲
地区本部で行われました。
　このスクールは平成１８年度から始まったもので、出雲
市農業の担い手確保・育成を目的に生産農家や島根県、
ＪＡしまねの担当者が講師を務め、年間を通して栽培の
基本的な知識習得や技術向上に向けた座学と実習を行っ
ています。講座は、出雲の特産品である「ぶどう、いちじく、
柿、菊」の講座と、昨年から始まった「レディース＆シニ
ア産直野菜講座」の計５講座があります。平成２９年は
３２人が修了。今年は新たに就農をめざす人や、基礎か
ら勉強したい人など２７人が受講し、１年をかけて知識や
技術の習得を目指します。
　式にはＪＡしまね出雲地区本部の吉田博幸副本部長も出
席。「農業生産の拡大はＪＡの使命。行政と一緒になって
の３Ｆ事業や、ＪＡしまねでも独自の支援事業があり、皆さ
んの目的に沿って活用していただきたい」と話しました。
　同スクールを主催す
る出雲市農業再生協議
会の野口武人会長は
「スクールで技術を身に
つけ、出雲市の農業の
中心となってがんばっ
ていただきたい」と受
講生を激励しました。

全国サンマッシュ生産協議会
第３２回全国大会開催
　「全国サンマッシュ生産協議会　第３２回全国大会」が
１月３０日と３１日、福島県で開催されました。大会中に
行われた品評会にはＪＡしまね出雲しいたけ部会から２１
点を出品。（株）イ農ベルみだみが銅賞、野郷町の原田政
之さんが奨励賞を受賞しました。
　この大会は、菌床しいたけの生産者団体である「全国
サンマッシュ生産協議会（北研）」が毎年開催。品質や
栽培技術の向上、生産振興を目的に研修会や品評会も行
われ、品評会には今年は全国から約１，１００点と、多く
の出品がありました。研修会では、品種の使い方につい
て栽培事例を紹介しながら説明したほか、生産者が現場
で試行錯誤しながら作り上げた技術も紹介。同部会では、
大会で共有した技術を今後に生かし、良質な菌床しいた
けの栽培、更なる生産振興に取り組みます。

　ＪＡしまね出雲女性部西部地区は２月２日、出雲市大
社町の「ふれあいの家　あすっこ」でふれあい講座を開
きました。この講座は女性部員同士の交流を目的に月１回
程度開催しています。今回は同地区の女性部員２６人が
参加。ＪＡしまね出雲地区本部南部ブロックの生活指導担
当職員を講師に、佐田町産のこんにゃく芋を使ってこん
にゃく作りをしました。バレンタインに向けて生チョコタル
トも作り、部員間での交流を深めました。
　同地区の福原テリ子地区長は「昔は体を清める目的で
節分などにこんにゃくを食べたそうです。伝統の行事を
学びながらよい仲間作りができました」と話しました。

みそ作りを行う園児たち平成２９年修了式・平成３０年開講式を開催

品評会には１，１００点もの菌床しいたけが出品された こんにゃく作りに取組む女性部員

いずも IZUMO IZUMO IZUMO IZUMO IZUMO
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　ＪＡしまね女性部主催の「第３９回みどりをまもる小学生作文コンクール」の審査会が１１月２日に開催され、特別
賞６作品を含む入賞作品が決まりました。その結果、出雲地区本部管内では、島根県知事賞に塩冶小学校１年生の井
上梛奈香さん、島根県教育委員会教育長賞に塩冶小学校４年生の井上優真さんが選ばれ、１２月20 日に賞状、トロ
フィーを贈呈しました。同コンクールは、児童に自然や環境、農業などに関心をもってもらうことを目的に毎年開催し
ており、今年度は県内３１校から８８名（ＪＡしまね出雲地区本部管内からは６校１０名）の応募がありました。
　特別賞を受賞した井上梛奈香さん、井上優真さんの作文を紹介します。

ＪＡしまね女性部主催の「第３９回みどりりををまもる小学学生作文文コン

文
生
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に
な
る
の
で
、
ご
は
ん
も
ま
す
ま
す
お
い
し
い
で

す
。
な
ん
で
か
な
ふ
し
ぎ
だ
ね
。
や
っ
ぱ
り
ば
ば
の
は
た
け
は

ま
ほ
う
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
こ
ん
ど
は
な
に
が
と
れ
る
の
か

な
っ
て
と
っ
て
も
た
の
し
み
で
す
。

祖父の手と仕事の大変さ
出雲市立塩冶小学校　四年　井上　優真

　
「
こ
ん
な
汚
い
手
は
い
や
だ
。」

　

昨
年
皮
が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
む
け
た
祖
父
の
手
の
ひ
ら
を
見
て
ぼ
く
は

こ
ん
な
風
に
言
っ
て
し
ま
っ
た
。
祖
父
は
笑
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
な

ん
て
ひ
ど
い
事
を
言
っ
て
し
ま
っ
た
ん
だ
と
今
で
も
後
悔
し
て
い
る
。

　

ぼ
く
の
祖
父
は
酪
農
を
し
て
い
て
毎
日
牛
の
世
話
を
し
て
い
る
。

牛
は
百
頭
位
い
て
乳
し
ぼ
り
を
し
て
牛
乳
を
出
か
し
て
い
る
。
他
に

も
牛
の
ふ
ん
を
発
こ
う
さ
せ
て
ひ
料
に
し
売
り
物
に
す
る
仕
事
や
、

畑
が
い
く
つ
も
あ
っ
て
、
エ
サ
に
す
る
牧
草
を
育
て
て
収
穫
し
た
り

し
、
毎
日
牛
に
関
わ
る
仕
事
を
し
て
い
る
。

　

特
に
牛
の
世
話
は
大
変
そ
う
で
、
牛
舎
の
掃
除
や
牛
の
え
さ
や
り
、

乳
し
ぼ
り
は
朝
と
夜
の
２
回
し
な
い
と
い
け
な
い
。
い
つ
も
同
じ
事

を
し
て
同
じ
時
間
に
仕
事
が
終
わ
れ
ば
い
い
け
れ
ど
、
器
械
が
こ
わ

れ
た
り
、
牛
が
病
気
に
な
っ
た
り
、
子
牛
が
産
ま
れ
た
り
と
色
々
な

事
が
起
こ
る
の
で
、
朝
も
夜
も
い
つ
も
遅
く
な
っ
て
か
ら
家
に
帰
っ

て
く
る
。

　

祖
父
の
家
に
遊
び
に
行
っ
て
も
、
ぼ
く
が
起
き
る
と
も
う
祖
父
は

い
な
い
。
ぼ
く
の
起
き
る
ず
っ
と
前
に
起
き
て
仕
事
を
始
め
る
。
ぼ

く
が
朝
ご
飯
を
食
べ
て
の
ん
び
り
し
て
い
る
間
も
朝
ご
飯
も
食
べ
ず

に
作
業
を
し
て
い
る
。
や
っ
と
家
に
帰
っ
て
き
た
と
思
っ
た
ら
も
う

お
昼
だ
。
ゆ
っ
く
り
や
す
む
ひ
ま
も
な
く
数
時
間
後
に
は
夕
方
の
仕

事
を
始
め
る
た
め
に
ま
た
牛
舎
へ
行
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
か
ら
ぼ
く

が
寝
る
時
間
ま
で
帰
っ
て
こ
な
い
。
家
で
ゆ
っ
く
り
し
て
い
る
姿
な

ん
て
ほ
と
ん
ど
見
か
け
な
い
し
、
家
に
い
て
も
疲
れ
て
眠
そ
う
で
、

一
緒
に
出
か
け
た
り
遊
ん
だ
り
で
き
な
い
の
で
つ
ま
ら
な
い
な
ぁ
と

思
っ
て
し
ま
う
。

　

そ
ん
な
祖
父
の
手
の
ひ
ら
や
足
の
う
ら
の
皮
が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
む
け

て
た
く
さ
ん
ひ
び
わ
れ
て
い
た
。
色
々
試
し
て
み
た
け
ど
全
く
良
く

な
ら
ず
、
い
つ
も
痛
い
痛
い
っ
て
言
い
な
が
ら
仕
事
を
し
て
い
た
。

病
院
で
は
手
を
休
ま
せ
る
よ
う
に
言
わ
れ
た
ら
し
い
け
ど
、
生
き
物

を
飼
う
仕
事
に
休
み
な
ん
て
な
い
。
水
仕
事
や
力
仕
事
を
続
け
て
治

る
は
ず
も
な
い
。
痛
く
て
休
み
た
い
は
ず
な
の
に
、
そ
ん
な
祖
父
の

気
持
ち
も
考
え
ず
に
「
汚
い
手
」
な
ん
て
言
っ
て
し
ま
い
、
笑
っ
て

い
た
け
ど
祖
父
の
困
っ
た
よ
う
な
悲
し
そ
う
な
顔
を
見
て
自
分
が
と

て
も
な
さ
け
な
く
な
っ
た
。

　

ぼ
く
は
最
近
し
ょ
う
来
の
仕
事
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
。
ど
ん
な

仕
事
が
あ
る
の
か
、
今
ま
で
は
何
も
知
ら
ず
目
標
も
な
か
っ
た
の
で
、

周
り
に
あ
る
仕
事
や
働
く
人
達
の
大
変
さ
を
考
え
る
事
も
な
か
っ
た
。

　

祖
父
の
手
の
ひ
ら
に
は
毎
日
休
み
な
く
働
く
仕
事
の
大
変
さ
が
つ

ま
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
た
。
ぼ
く
の
周
り
は
仕
事
を
し
て
く
れ

て
い
る
人
達
の
お
か
げ
で
暮
ら
せ
る
物
ば
か
り
な
ん
だ
と
分
か
っ
た
。

ま
だ
自
分
の
し
ょ
う
来
の
仕
事
に
つ
い
て
決
め
ら
れ
な
い
け
れ
ど
、

誰
か
の
た
め
に
、
誰
か
が
喜
ん
で
く
れ
る
よ
う
な
仕
事
を
し
た
い
と

思
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
前
祖
父
の
き
れ
い
に
な
っ
た
手
の
ひ

ら
を
見
た
。
祖
父
の
大
変
さ
と
仕
事
へ
の
熱
心
さ
が
心
か
ら
伝
わ
っ

て
き
た
。
今
度
祖
父
の
所
へ
行
っ
た
ら
手
伝
い
を
し
て
、
仕
事
の
大

変
さ
を
体
で
実
感
し
よ
う
と
思
う
。
そ
し
て
、
酪
農
と
い
う
仕
事
を

応
援
し
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
た
。

左
か
ら
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
女
性
部　

高
野
智
子

部
長
、井
上
梛
奈
香
さ
ん
、井
上
優
真
さ
ん
、同

女
性
部
塩
冶
支
部　

坂
本
淳
子
支
部
長

島根県知
事賞

島根県教育委員会
教育長賞
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玉ねぎの皮を煮出して染料を抽出

藍染めは空気に触れて
ワカメのような色から深い青へ

１月
講座 「草木染め」

　ＪＡしまね出雲女性部は１月２４日、ラピタ２階の「ふれあいの家出雲
　縁」でいずもＪＡシニア女子大学の１月講座「草木染め」を開催しまし
た。家の光協会の島根県地方講師も務める影山和美さんを講師に招
き、自分の家の台所でもできる簡単な草木染めを学びました。
　使用したのは、手に入りやすく発色もよい玉ねぎの皮。はじめに鍋で

煮出して染料を抽出しました。草木染めでは、色を定着させるために媒染剤を使うこ
とが多く、今回はミョウバンを用意しました。ミョウバンを入れるグループと入れない
グループに分かれ、発色の違いも学びました。
　今回染めたのはハンカチですが、ただ染めるだけでなく、模様作りにも取り組みま
した。結び目を作ると、その部分には染料が行き渡らず、白く残って模様になります。
女子大学生たちは、輪ゴムやビー玉を駆使して結び目を作り、自分だけのオリジナル
ハンカチを作りあげました。
　このほか、講師の先生が用意した染料を使っ
て藍染めも体験。藍染めは、空気に触れること
で深い青色を発色します。女子大学生たちは、
みるみる色が変わっていく様子を興味深く観察
しました。
　参加した女子大学生は「身近なものを使って
こんなに素敵な作品ができることに感動しまし
た。自宅でもやってみたいです」と話しました。 玉ねぎの皮で染めたハンカチ

左から２番目はミョウバンを使ったもの

IZUMOIZUMO
wai-wai IZUMO
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　　平田町にお住まいの田
中順也さん。家業の「しじみ漁」を継ぐため、昨年４月
に前職から転身。宍道湖に漁に出ています。まだ見習
い期間中とのことですが、お父さんの漁師としての仕
事を見ながら日々勉強しています。また、家には田ん
ぼがあり、水稲栽培もして農地の維持に努めていま
す。順也さんも農繁期には田植えや稲刈りをするなど
農業にも関わっています。
　４歳と２歳の２人のお子さんがおられる順也さんは
子育てにも奮闘中です。２人とも活発な男の子で目が
離せません。休日も子どもたちと出かけたり、サッカ
ーをして遊んだり、一緒の時間を大切にしている順也
さん。「子どもたちの成長が一番の楽しみです」と笑
顔で話します。
　今後のことを尋ねると「家族のためにも、自分が健
康でいることが大事だと感じています。仕事も子育て
も元気で頑張りたいです」と話す順也さん。家庭を大
切にする気持ちが伝わってきました！

１月講座「さよならダラダラ生活
　　　　　　　 暮らしの中のワークアウト」

伊藤　　伸さん（76歳）
菊枝さん（71歳）

出雲市多伎町
い　とう　　　　　しん

きく　え

出
雲
市
平
田
町

田
中
　
順
也 

さ
ん（
30
歳
）

た   

な
か
　     

じ
ゅ
ん  

や

　多伎町で農業を営む伊藤さんご夫婦。１０アールで特産「多
伎いちじく」を栽培しています。家では昭和５０年ごろから栽培
を始め、ご夫婦が引き継いでからは約３０年。伸さんは現在ＪＡ
しまね多伎いちじく生産部会の副部長を務め、菊枝さんも部会
女性部の部長を務めていたこともあります。長い間、ご夫婦で
「多伎いちじく」の生産・振興に関わっています。
　いちじく栽培について「力仕事も少なく、今の面積で大変だ
と思ったことはありません」と話すお二人。収穫のタイミングが
重要ないちじくは、採るべきときには雨が降っても採らなけれ
ばいけませんが、それも「収穫期には、当たり前の作業だと思っ
てやってきました」と話します。伸さんが仕事を退職して農業専
門になったのが平成１６年。今の作業量は退職後の仕事として
もちょうど良く、充実した農業生活を送っています。出荷にあ
たっては収穫、パック詰めを分担し、夫婦仲良く協力しながら
やっています。
　合間には自給自足の範囲で家庭菜園にも取り組み、季節ごと
にいろいろな野菜を栽培しています。「孫が大きくなっていくの
が何よりの楽しみです」と話す、ますます元気なお二人です。

　ＪＡしまね出雲地区本部は１月
１７日、いずもＪＡ女子大学１月講座「さよならダラダラ
生活　暮らしの中のワークアウト」を開きました。家庭
でできるエクササイズを学ぶ講座です。女子大学生６
人が参加。パーソナルトレーナーの田中禎子さんを講
師に招き、きれいな姿勢と理想のスタイルを目指して
体を動かしました。
　１対１のトレーナーを専門とする田中さんは、はじめ
に女子大学生１人ひとりに「目指す姿」「自分の中で気
になるところ」を尋ね、それを基にエクササイズをチョ
イス。今回は肩こりの改善を中心に学びました。
　まずはゆがんだ姿勢を正しく戻すため、イスに座った
状態でのストレッチからスタート。田中さんは「骨の位

置をあるべきところに
戻す」ことを意識する
よう呼びかけ、そのた
めのポイントを分かり
やすく説明しました。
その後マットを使って、
体幹を鍛えるトレーニ
ングや、体幹を安定さ
せた状態で動くためのトレーニングをしました。ハードなも
のもありましたが、どれも普段の生活の中で簡単にできる
ものです。参加した女子大学生は「日々の積み重ねが大
事だと思いました。手軽にできることを教えてもらえたの
で、今後意識して取り組んでいきたいです」と話しました。
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出雲市万田町

河瀬 蒼生くん（８歳・右）　杏音ちゃん（6歳・左）

千穂ちゃん（５ヶ月・中）

かわ　せ　　そう　い あん　ね

ち　　ほ

たくさん食べて、たくさん遊んで、みんな元気に大き
くなってね。

　長男の蒼生くんは小学２年生。体を動かすのが大
好きで、虫捕りをするなど外で活発に遊びます。１年
生のときからサッカーをしていて、地元のサッカーク
ラブで週２回、がんばって練習しています。家では、
妹の千穂ちゃんをだっこしたりあやしてくれたりす
る、面倒見のよいお兄ちゃんです。杏音ちゃんは、い
ろいろお手伝いをしてくれる世話好きな女の子。自
分のこともちゃんとできます。４歳から習っているピア
ノもだんだん弾けるようになって楽しくなりました。４
月には小学校に入学します。お兄ちゃんの真似をし
て“ 勉強ごっこ”をするなど、学校に通うのを心待
ちにしています。９月に誕生した千穂ちゃんは家族み
んなのアイドル。笑ってくれることも増え、すてきな
笑顔でみんなをとりこにしています。

　

私
た
ち
『
す
み
れ
教
室
』
は
、
14
名
で
楽

し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
毎
回
の
当
番
は
も

ち
ろ
ん
、
代
表
も
み
ん
な
で
交
代
し
な
が
ら

や
っ
て
い
ま
す
。
先
生
か
ら
毎
年
新
し
い
曲

を
教
え
て
頂
き
、
レ
パ
ー
ト
リ
ー
も
増
え
て

き
ま
し
た
。
今
後
も
多
く
の
舞
台
で
発
表
で

き
る
よ
う
、
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

女
性
部
西
田
支
部「
す
み
れ
教
室
」の
み
な
さ
ま
は
、20

年
間
も
地
区
内
外
の
福
祉
施
設
、コ
ミ
セ
ン
事
業
等
色
々

な
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
出
か
け
て
お
ら
れ
ま
す
。幅
広

い
年
齢
構
成
も
仲
良
く
長
い
活
動
が
で
き
る
魅
力
だ
と

思
い
ま
す
。今
後
も
西
田
地
区
や
Ｊ
Ａ
活
動
へ
の
関
わ
り

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

来
る
３
月
３
日
の
女
性
部
ま
つ
り
に
も
登
場
さ
れ
ま

す
。み
な
さ
ま
お
楽
し
み
に
！

西
田
支
店 

井
上
支
店
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

川
瀬
代
表
か
ら
の
一
言

て
銭
太
鼓
に
興
味
を
持
ち
、
グ
ル
ー
プ
に
加

入
し
た
メ
ン
バ
ー
も
い
ま
す
。

　

練
習
後
に
開
か
れ
る
お
茶
会
も
楽
し
み
の

一
つ
で
す
。
各
々
が
持
ち

寄
っ
た
も
の
を
お
茶
う
け

に
し
て
、
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
、
お
互
い
の
近
況

報
告
で
盛
り
上
が
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、

メ
ン
バ
ー
み
ん

な
が
元
気
で
楽

し
く
活
動
す
る

と
と
も
に
、
舞

台
を
見
に
こ
ら

れ
る
皆
さ
ん
に

も
楽
し
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
、

技
術
を
磨
い
て

い
き
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
女
性
部
西
田
支
部
の

「
す
み
れ
教
室
」
は
月
に
２
回
、
西
田
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
活
動
す
る
銭
太

鼓
の
グ
ル
ー
プ
で
す
。
地
元
の
活
動
か
ら

立
ち
上
げ
ら
れ
て
、
は
や
20
年
。
メ
ン
バ

ー
は
50
代
か
ら
80
代
ま
で
の
14
名
で
、
各

所
で
教
室
を
開
い
て
い
る
銭
太
鼓
の
先
生

に
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
練
習
し
て
い
ま

す
。
年
齢
も
技
術
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、

そ
れ
ぞ
れ
が
仲
良
く
教
え
合
い
な
が
ら
楽

し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

で
き
る
限
り
曲
に
合
わ
せ
ら
れ
る
よ
う
、

衣
装
も
た
く
さ
ん
持
っ
て
お
り
、
メ
ン
バ

ー
が
協
力
し
て
手
作
り
し
た
も
の
も
あ
り

ま
す
。
そ
う
し
た
華
や
か
な
衣
装
を
身
に

着
け
、
地
元
の
イ
ベ
ン
ト
や
福
祉
施
設
で

練
習
の
成
果
を
披
露
し
て
い
ま
す
。
良
い

演
技
を
皆
さ
ん
に
見
て
も
ら
う
た
め
、
本

番
前
は
い
つ
も
よ
り
活
動
日
を
増
や
す
な

ど
練
習
に
も
熱
が
入
り
ま
す
。
舞
台
を
見
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西
田
支
部「
す
み
れ
教
室
」

代
表
　
川
瀬
　
き
よ 

さ
ん

西
田
支
部「
す
み
れ
教
室
」

代
表

川
瀬

き
よ
さ
ん
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IZUMOIZUMO

読者のみなさんからの投稿コーナーです。
最近あった「楽しかったこと」「最近思うこ
と」「感動したこと」…ぜひお聞かせくださ
い。写真や絵手紙・イラストも大募集！！

おたより大募集
皆さまからの「おたより」を募集しております。
ハガキに、聞いて欲しいこと、日々思うこと、俳
句や川柳、絵手紙や写真などのご投稿お待ちし
ています。

〒693-8585
出雲市今市町106番地1
JAしまね出雲地区本部内
「広報誌JAしまねびより」編集係 宛

unity@jaizumo.or.jp

あ
て
先

メールでの投稿も大歓迎！

読者の
ページ

（匿名希望の方は明記してください）
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●
１
月
号
の
「
神
在
ね
ぎ
」
の
特
集
は

興
味
深
く
読
ま
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

み
ん
な
が
大
好
き
で
、
鍋
に
少
々
多
め

に
入
れ
て
も
足
り
な
い
ぐ
ら
い
食
べ
ま

す
。
い
っ
ぱ
い
食
べ
る
と
元
気
に
な
っ

た
感
じ
が
し
ま
す
。

（
佐
田
町 

Ｔ
・
Ｓ
さ
ん
）

●
例
年
以
上
に
寒
い
日
が
続
い
て
い
ま

す
。
ス
ー
パ
ー
で
神
在
ね
ぎ
を
見
つ

け
、
Ｊ
Ａ
し
ま
ね
び
よ
り
で
紹
介
さ
れ

て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
購
入
。
ス
ー

プ
に
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
体
が
温

ま
り
、
家
族
に
好
評
で
し
た
。

（
稗
原
町 

Ｏ
・
Ｙ
さ
ん
）

JA
…
「
神
在
ね
ぎ
」
の
特
集
の
反
響
が

大
き
く
、
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
！

取
材
に
伺
っ
て
私
も
ま
す
ま
す
「
神
在

ね
ぎ
」
の
フ
ァ
ン
に
な
り
、
い
ろ
い
ろ

な
調
理
方
法
を
試
し
て
い
ま
す
。
シ
ー

ズ
ン
も
あ
と
わ

ず
か
で
す
の
で
、

今
の
う
ち
に
た

く
さ
ん
食
べ
ま

し
ょ
う
！

●
年
々
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
し
て
く

る
恵
方
巻
。
も

と
も
と
関
西
が

発
祥
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。
日

本
と
い
う
国
は

ク
リ
ス
マ
ス
や

バ
レ
ン
タ
イ
ン

は
す
で
に
定
着
。
最
近
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

や
イ
ー
ス
タ
ー
ま
で
、
イ
ベ
ン
ト
は
何

で
も
取
り
入
れ
る
性
分
の
よ
う
な
の

で
、
す
で
に
恵
方
巻
も
全
国
区
！
競
争

も
激
化
し
て
く
る
中
で
、
ど
ん
ど
ん
太

く
な
る
の
り
巻
き
に
、
顎
を
強
化
し
て

臨
む
つ
も
り
で
す
（
笑
）

（
大
津
町 
Ａ
・
Ｎ
さ
ん
）

JA
…
今
で
は
時
期
に
な
る
と
ラ
ピ
タ
を

含
め
い
ろ
い
ろ
な
お
店
を
賑
わ
す
恵
方

巻
で
す
が
、
も
と
も
と
は
全
国
的
な
文

化
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
ね
。
丸
か
ぶ

り
も
一
度
は
や
っ
て
み
た
い
も
の
で
す

が
、
顎
が
外
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
尻

込
み
を
し
て
い
ま
す
。
挑
戦
さ
れ
る
際

は
ど
う
か
お
気
を
つ
け
て
。

●
出
雲
コ
ー
チ
ン
の
こ
と
が
最
近
よ
く

新
聞
な
ど
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
出
雲
農
林
高
校
の
生
徒
さ
ん
が
一

所
懸
命
研
究
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ

と
に
と
て
も
勇
気
づ
け
ら
れ
る
思
い
で

す
。
近
い
将
来
、
ど
う
か
私
た
ち
の
も

と
へ
と
届
け
ら
れ
る
よ
う
に
期
待
し
ま

す
。

（
白
枝
町 

Ｋ
・
Ｔ
さ
ん
）

JA
…
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
た
地
鶏

を
活
用
し
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
す
と
い

う
こ
と
で
、
期
待
に
胸
も
ふ
く
ら
み
ま

す
ね
。
今
後
の
動
向
も
追
い
か
け
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

●
ふ
き
の
と
う
が
ぶ
ど
う
ハ
ウ
ス
の
中

で
芽
を
出
し
、
さ
っ
そ
く
天
ぷ
ら
と
ふ

き
の
と
う
味
噌
を
作
り
食
べ
ま
し
た
。

ハ
ウ
ス
の
中
で
は
ひ
と
足
早
く
春
が
来

て
い
る
よ
う
で
す
。

（
西
園
町 

Ｙ
・
Ｎ
さ
ん
）

JA
…
春
も
近
づ
き
、
ま
た
、
１
月
号
の

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
答
え
が
フ

キ
ノ
ト
ウ
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
フ

キ
ノ
ト
ウ
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ハ
ウ

ス
の
中
で
春
を
感
じ
る
と
い
う
の
も

趣
が
あ
り
ま
す
ね
。
ま
だ
ま
だ
寒
い

で
す
が
、
暦
の

上
で
は
も
う
春

だ
そ
う
で
す
。

小
さ
な
春
を
探

し
て
み
る
と
、

他
に
も
案
外
見

つ
か
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
よ
。

「ＪＡいずもびより」2月の番組では、「いちご」を特集します。
  視聴者プレゼントもございますのでぜひご視聴ください。

１
★ 出雲ケーブルビジョン（ｉｃｖ）

（ひらたＣＡＴＶ）

21日（水）・27日（火） 午後５時 「いずもキャッチアイ」内（再放送・総集編有）

★

24日（土）・25日（日）・26日（月）の番組内で

２
月
の
放
送
日



噛む効果

評

者

選

荒
茅
町
川
上　

治
利

籾
殻
を
被
り
芽
を
出
す
蕗
の
薹

上
塩
冶
町
松
本　

弘
子

通
学
路
吐
く
息
白
く
弾
む
声

書
初
め
や
六
畳
の
間
を
一
人
占
め

　
初
詣
に
神
様
に
ひ
と
つ
大
切
な
こ
と
を
祈
っ
て
、
初
み
く
じ
を
引
い
て
み
た

ら
素
晴
ら
し
い
卦
が
出
た
の
で
し
ょ
う
。
晴
れ
や
か
な
顔
で
大
空
に
向
か
い
颯

爽
と
歩
い
て
い
ま
す
。

❖ 

月
間
優
秀
賞

あなたの俳句を
募集します

◆
応
募
方
法

俳
句
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※

お
一
人
様
３
句
ま
で
ご
応
募

い
た
だ
け
ま
す
。

※

２
月
応
募
分
の
締
め
切
り
は

２
／
28（
水
）必
着
で
す
。

◆
あ
て
先

※

応
募
作
品
は
自
作
で
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

※

応
募
作
品
の
一
切
の
権
利
は
、Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部
に
帰
属
す

る
も
の
と
し
ま
す
。

※

月
間
最
優
秀
賞
に
は
Ｕ
Ｆ
Ｊ
ニ
コ
ス
券
３
，０
０
０
円
分
、月
間
優
秀
賞

に
は
Ｕ
Ｆ
Ｊ
ニ
コ
ス
券
１
，０
０
０
円
分
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

※

受
賞
作
品
に
つ
い
て
は
地
区
名
、氏
名（
ま
た
は
俳
号
）を
掲
載
し
ま
す
。

〒
６
９
３ － 

８
５
８
５ 

出
雲
市
今
市
町
１
０
６ －

 

１

　

 　

 

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
出
雲
地
区
本
部「
俳
句
の
広
場
」係

　
　

 　
　
　
　
　
　
　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ：
２
１ －

 

６
２
４
９
）

本
庄
町
森
脇　

英
徳
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❖ 

月
間
最
優
秀
賞

俳
句
の
広
場

選
者

　毎日の食事で、みなさんはどのくらい噛んで食べているでしょうか。
　よく噛んで食べることは健康によいと言われています。疫学調査の結果でも、早食いの習慣がある人には、肥満
が多いことが分かっており、「ゆっくりとよく噛む」ことは肥満予防として期待されています。
　食べ物をよく「噛むこと」「噛めること」は健康と密接なつながりを持ち、歯の数とも関係しています。

健康ライフかわら版
噛むことの大切さ早食いを防止しよう

お問い合わせ先　出雲保健所健康増進課　☎２１－8785

安
食 

彰
彦
先
生

平
田
町
川
瀬　

清
子

初
み
く
じ
御
空
に
向
か
ひ
結
び
ゆ
く

む
す

★現代の食事と噛む回数
　弥生時代の人は現代人に比べて、噛む回数が何倍も多かったと考えられています。卑弥呼（邪馬台国の女王）
の時代には、１回の食事で３，９９０回以上噛んでいたそうですが、昭和１０年代では１回の食事で、１，４２０回、
現代では６２０回程度と言われており、噛む回数は減少しています。
　噛む回数が減っているのには、硬いものを食べていた食文化から、
欧米食やインスタント食品などの柔らかいものを多く取る食文化への
変化が考えられます。

★カミング３０を実践しよう
　厚生労働省では、食べ物を一口入れたら、３０回以上噛む「カミング
30（サンマル）」を提唱しています。皆さんは、普段の食事で、食べ物を
口に入れた時、３０回噛み続けられるでしょうか？途中で食べ物の形が
なくなって飲み込んでしまいませんか？
　３０回以上噛むためには、食品選びも重要です。柔らかい食べ物だ
けではなく、歯ごたえのあるものなど３０回噛めるような食習慣も大切
です。
　これを機会に、食習慣を見直し、カミング３０に挑戦してみましょう。

IZUMOIZUMO
wai-wai IZUMO
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ＪＡしまね出雲地区本部

　「育苗ハウス資材」の予約申込みにつきまして、前回予約注文頂いた方
へ申込書を郵送させて頂いております。
　現在、予約注文の受付を行っておりますので、ご注文の場合は各営農セ
ンターか生産資材課、またはグリーンセンターへご連絡をお願いします。

育苗ハウス資材の予約申込みについてててててて

•営農部生産資材課　☎21-6047　 • グリーンセンター出雲　☎21-6048
• グリーンセンター南　☎25-0650　 • グリーンセンターひらた　☎63-3662
• グリーンセンター大社　☎53-3939

　肥料・農薬・飼料・資材メーカーによる商談会、新技術の紹介セミナー及び、春の
農機具展示会を下記の通り開催致します。当日はスタンプラリーも実施し、ミニアグ
リミーティング会場と農機具展示会場の両方にお越しいただいた方へ粗品をプレゼン
トいたします！是非お誘いあわせのうえ、会場へお越し下さい。皆様のご来場をお待
ちしております。

肥料・農薬・飼料・資材メーカーによる商談会、新技術の紹介セミナー及び、 の料 農料料肥 材材材材材料料 資料 資材材材材材材肥料料・農肥料・農 材材メ材材材材 ーカーにーーカーメー材メー材メメ材メー材メメメ ーによに農薬農農薬 料料料料飼料飼飼飼飼飼・飼飼飼飼飼飼薬 飼・飼薬・薬 材材資材資料・資料・資材資材資資材資料 資・資材料料料料 談会商談会 新新新新新新談会会談会 春春新新新会会、会会 新新新技新新新 ナナナナナナナ 春春びび、び の春の春の春、春、新技新技新新技技技新技新技新技新技新技 セセセセセミミミミミミミミミミミセミミセミセミセミセ ナナナナナナナナナナナナナナ介介介介介セセ介介セ介セ介介介介介介紹紹紹技術技術術技術技術技 の紹の紹のの術術術術術術の術の術 紹のの紹紹の紹のの術術術の術 介介紹介紹介紹紹紹紹 及及及及及び及びび及及び及及び及及及及及及及及び及ナナナナナナナナーナーナナナ 及及及及及ー及及ー びびびびびび、びびび、びびびびびび、、ナ
農機具展示会を下記の通り開催致します 当日はスタンプラリーも実施し ミニアグ農農機機機具展示示示具展機具展示展示展 致致致致致催催致致催致催催催致致致催催催致致り 催り開催致し致ししますしますしし会会示示会示会会示会会示会 下記下記記下記下下下ををを下を下をををををを会をををを下下下会会会会を会会会会会会 のの通のののののの りりりり通りりりりののの通の通りりりりりりり開記記の記記 致致催催催催致催致催催 日は当日は アグアアグももももーもももも ニははスは日は ンタンンスタン ももももも 施施実施もも実も実も実もも実施実施施実施施施施施 ニ グニアニアグニニアニアももーーも実ンン ラララララララリリリリリーーープララララララプププンププンププラララププププラプラプラ ミしししし施し ミミミミニミミ施施施施施施施し施施施し施施施施施し施し ミミミミニミミミミミ

開催日時 ３月１０日（土）～１１日（日）
午前９時～午後４時

開催場所 Aミニアグリミーティング会場
　出雲地区本部
　生産資材課配送センター
　グリーンセンター出雲
　出雲市江田町３１３－３
B農機具展示会場
　ＪＡいずも農機サービス
　出雲市江田町５５－１

A

B

広域農道

井山屋 ナ
フ
コ

酒ゴリラ

←出雲 平田→

JA生産資材課配送センター
グリーンセンター出雲

江田JAビル

●お問い合わせ先／ＪＡしまね出雲地区本部　営農部生産資材課　☎２１-６０４７



23

　1月19日に開催された出雲地区本部理事会の中で協議された主な議題と内容は次の通りです。

〈協議事項〉
　⑴平成３０年３月１日付出雲地区本部機構
改革について

　　３月１日より「金融部」と「共済部」を統合して
「金融共済部」とします。また、「自動車共済
相談センター」を「自動車安心サポート課」と
名称変更します。

　⑵大口貸出金の承認について

〈報告事項〉
　⑴農業ＦＦＦ事業の見直しについて
　　第４期農業ＦＦＦ事業でポイントとした施策
について成果と課題を検証するとともに、平
成１８年度の事業開始以降今日までの経
過を振り返り、事業メニューの精査及び次
年度以降の補助事業のあり方について、
全市的な視点を持って検討をすすめます。ま
た平成３０年産から、米の生産調整が見直
されるという農業政策の大きな転換期を迎
えることもあり、今後は、地域農業のあるべき
姿を全市的に見据えた議論を深め、新たな
補助事業による取組を進めてまいります。

　⑵自動車損害調査体制再構築にかかる対
応について

　⑶ブロック運営委員会での意見・要望について
　　各ブロックより頂いた意見・要望を今後の
ＪＡ運営に反映させていただきます。

　⑷子会社・関連会社コンプライアンス・プログ
ラムに基づく行動計画について

　⑸平成２９年１２月末事業実績について
　⑹ファミリーマート浜山通り店の閉店について
　⑺佐田農産加工場の譲渡について
　⑻正組合員加入促進運動１２月末運動実績
について

　　平成２９年４月から取り組んでいる「正組合
員加入促進運動」について、１２月末時点で
５４８名増の12,631名となりました。

　⑼第７回ＪＡしまね出雲地区本部役職員研修
会の開催について

　⑽第３回ＪＡしまね出雲女性部まつり・家の光
大会開催について

　　第３回ＪＡしまね出雲女性部まつり・家の光
大会を下記日程で開催します。

　　と　き／平成３０年３月３日（土）１３時より
　　ところ／ラピタウエディングパレス
　⑾機能性農産物推進プロジェクトについて
　　農業者の高齢化や国の農政転換など、農
業をめぐる内外の環境が大きく変化する中
で、１０年後、２０年後に向けて元気な出雲農
業を持続させるために、機能性農産物の生
産と販売を旗印にしたプロジェクトを設け、研
究・開発・営業・普及・組織化を推進します。

出雲地区本部理事会報告

【お問合せ先】

出雲高等自動車教習所
住所：〒693-0022 出雲市上塩冶町2486
ＨＰ：http://www.izumokoutou.jp/電話 0120-21-5653

ラピタみなみ店ラピタみなみ店

出雲高校出雲高校

★★

日吉神社前日吉神社前
一の谷公園
入口

一の谷公園
入口

出雲市駅出雲市駅

出雲高等自動車教習所

JAしまねの
  おさいふカード は

出雲高等自動車教習所を
利用した場合にも ポイントが付きます！！

平成30年
3月31日㈯まで
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女子会プラン
女性4名様以上のご予約で
お一人様300円の割引！！
または30分の時間延長！！

とっても

お得な

ズバリ 〈税込〉

かに道場
〈境港産〉紅ずわいがにが
食べ放題！！飲み放題！！

成人
お一人様
90分

今年から魚介類
（サザエ、イカなど）も

食べ放題!!

時間 場所 ラピタ本店 4F 特設会場
※ラストオーダーPM8：30
PM5：00～PM9：00

お一人様 90分 入場料

〈
税
込
〉2,900円 〈

税
込
〉1,900円■小学生以下■中学生以上

   20歳未満

※20歳未満のお客様の飲酒はお断り致します。※飲酒後のお車の運転はご遠慮願います。又、飲酒運転の車両に同乗する事も法律で禁止されています。※20歳未満の方は保護者または監督者同伴にてご入場ください。

■ご予約・お問合せフロント TEL 21-6063 席数に限りがありますのでお早めにご予約ください。
お問合せ時間:AM9:30～PM8：00

※30分延長ができます。（別途300円〈税込〉）
　月曜日～木曜日（祝日は対象外）といたします。

3/11
2018

日曜日
まで

ひな人形
展示即売

2018年 特選

美しく
健やかに
願いを込めて

〈場所〉 ラピタ本店3Fイベントプラザ 〈時間〉 9時30分より18時まで

開催中

2/28㊌まで

ベスト電器 ラピタ店 TEL （0853）21-6058

開催中



27

2018
3/9999999 111515151515

20%OFF

ラピタ本店2階衣料品コーナー
TEL.0853-21-6061●▶

と き ところ

金 ●木

ブランドバッグ・紳士服・服飾雑貨

3///3/3/3/3/33//3/3/
ととと き きと衣料品コーナー

レジ
にて20%OFF
※特価品など一部除外品がございます
※写真はイメージです

本体
価格 18,400円

（税込価格19,872円）

平日税込価格 24,840 円
ジャケット

割引後

本体
価格 14,400円

（税込価格15,552円）

平日税込価格 19,440 円
プルオーバー

割引後

本体
価格 17,600円

（税込価格19,008円）

平日税込価格 23,760 円
ジャケット

割引後

本体
価格 14,240円

（税込価格15,379円）

平日税込価格 19,224 円
プルオーバー

割引後
本体
価格 21,600円

（税込価格23,328円）

平日税込価格
29,160 円

ブラウス

割引後

本体
価格 6,320円

（税込価格6,825円）

平日税込価格8,532円デニム柄ベスト
割引後

本体
価格 7,840円

（税込価格8,467円）

平日税込価格10,584円花柄カットソー
割引後

本体
価格 6,320円

（税込価格6,825円）

平日税込価格
8,532 円

幾何学柄
チュニック

割引後

本体
価格 7,840円

（税込価格8,467円）

平日税込価格 10,584 円

ストライプ
切替カットソー
（アクセサリー付き）

割引後

本体
価格 18,240円

（税込価格19,699円）

平日税込価格
24,624 円

ブラウス

割引後

婦人服

特価品は
除きますレジにて
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